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  また新たな一歩を！ 

個々の成長・発達を促すために ～失敗に学び、変化に自信を～ 

多くの子どもたちが、「心機一転」、新たながんばりを始めています。今なお、子ど

もの世界におけるトラブルは、少なからず起きており、バスケットのプレーへの集中

という点では、なかなか前に進んでない状況もありますが、子どもの人としての成

長・発達という点では、トラブルをきっかけに貴重な学びを重ねており、半年、1年く

らいのスパーンで見ると、個人差はありますが、それぞれよく成長してきてるなと思

ってみています。 

現状でも、相変わらずのトラブルはあります。成長途上の子どもですから、それは

ある意味当然のことで、大事なことは、そのことからの学びです。そこに学びを生じ

させるのが教育であり、そのサポートをするのが私たち指導者の役割です。今、学校

も含めて社会全体が、このプロセスを簡易化したり、省いたりして、早く形を整えよ

うとする動きが目立ちます。しかしそれでは、子どもたちは何も学ぶことなく、また

同様の失敗を繰り返すことになります。 

問題解決のスタートは、事のなりゆきをていねいに確認することです。つまり、ふ

りかえるプロセスが大事です。そのために、事が起きた時には、まず事のなりゆきを

メモしながらていねいに聴き取ります。今そのやりとりが、だいぶんスムーズになっ

てきたことを感じています。個々が成長してきたことにより、状況説明がとてもわか

りやすくなってきました。ふりかえりがきちんとできれば、そもそも何が原因だった

のか、それに対する自分の言動はどうだったのか、何がよくなかったのか、どこでま

ちがえたのか、自分自身のことを客観的にみることができます。日々、このやりとり

をしながら、個々の成長を感じています。 

 このやりとりも含めて、また、この間のミーティングでもやりとりも聞きながら、

学年を問わず、現メンバーの子どもたち、基本的に“やさしいなあ”という思うこと

がよくあります。だれか困っている人がいたら放っておかない。必ず声をかけたり、

話を聴いてあげたり、率先して動いたり、そんな光景をよく目にします。決して傍観

者になっていません。ミスや失敗があっても、励ましたり、応援したり、そして許し

合うことができます。 

 

ミニバス共育コラム① 



これまで、言葉が適切でなかったり、表現が乱暴だったりするために、誤解された

り、責められたりしてきた子たちもいます。私も注意したことがあります。これらの

要素は、低学年の頃には、やじうま的だったり、単におせっかいだったり、火に油を

注ぐようなことになったり…だったのだと思います。その場合、子どもたちのもつ、

まわりへの関心の高さや関与への意欲が、マイナス面にはたらいたり、評価されてし

まったりということになりがちです。学ぶことによって、言葉や表現の仕方のスキル、

そして、思考力・判断力が身につき、プラス面として関心や意欲を発揮できるように

なります。このような転換が、今進み始めていると思います。もちろん、まだ完全な

ものではありませんから、引き続き、その成長・発達を支援していきます。 

環境の変化がきっかけに 

毎年のことですが、入れ替わった瞬間は全体的に非常に意欲的で、プレーがとたん

にぐんと伸びます。子どもの伸びのタイミングは不思議なもので、ずっとできなかっ

たプレーが、何かをきっかけに突然できてしまうという瞬間があります。たとえて言

うと、自転車の乗り始めとか、鉄棒の逆上がりとかができた瞬間のようなものですね。 

もちろん、なかなかできなくても、伸びなくても、努力の過程で起きるものなので、

自分で定めた節目までは、あきらめずにがんばりぬくことが大事です。なかなかでき

なかったことができた瞬間に、一緒に遭遇できた時の爽快感は、本人はもちろんです

が、ずっとみてきた者、応援してきた者にとっても、とても心地よいもがありますね。 

卒部生とも、昨年度、同様の瞬間に立ち会うことができました。また、今はＯＢと

して時折戻ってきて一緒にプレーしていることがありますが、ミニバスケット現役の

時には、なかなかできなかったプレーが、いとも簡単にできているということもあり

ます。いろんな制約から解き放たれて、自由にプレーできるようになったことで、す

っとハードルを越えてしまう、ということだと思います。 

 

 

 

 


